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島原警察署協議会第４回会議議事概要

日 時 令和４年10月27日(木) 13時30分～15時00分

場 所 島原警察署講堂

１ 協議会

岩村会長 安居院委員 大原委員 片山委員 隈部委員

永代委員

出 席 者 ２ 警察署

竹田署長 松田副署長 小田警務課長 森田生活安全課長

大曲交通課長、矢口警備課長

３ 書 記

警務係長

１ 前回会議での協議会の意見に対する推進状況について

署長から、前回協議会の提出意見である「子供・高齢者の交通事

故防止対策の推進について」に対する推進状況について、次のとお

り説明があった。

(1) 夏休み期間中の登校日である令和４年８月９日と８月19日、２

学期が始まる９月１日に交通課員が交通指導員とともに街頭監視

を行い、パトカーによる通学路警戒を実施した。

(2) 同年４年９月25日、島原自動車学校のオープンスクールに合わ

せて、参加した高齢者に対し、敏しょう性、反射神経等を計測す

る機器を用いて、交通安全の啓発広報を実施した。

会議の状況 (3) 同年９月30日、自動車学校のコースを利用して小学生に対する

自転車教室を開き、交通安全について指導した。

(4) 過去１年間に交通事故を起こした高齢者宅に地域交通安全活動

推進委員ともに訪問し、交通安全について指導した。

２ 令和４年７月から９月までの業務重点推進結果について

署長から、次のとおり説明があった。

(1) 警察官Ⅲ類採用募集活動の推進

(2) 安全で安心して暮らせる犯罪の起きにくい社会づくりの推進

ア 夏休みにおける少年の非行・犯罪被害防止

(ｱ) 小学校、高校、特別支援学校における防犯講話等

(ｲ) 小学校、中学校、高校における啓発活動

(ｳ) 地元ケーブルテレビ等を活用した広報活動

イ ニセ電話詐欺被害防止



(ｱ) 保育園における「かぎかけ・こえかけリーダー」任命式の

実施

(ｲ) 防犯講話の実施

(ｳ) 各種広報活動（ＦＡＸネットワーク・地元ケーブルテレビ

等）

(3) 雑踏事故の防止

ア 精霊流し雑踏警備

イ 島原温泉ガマダス花火大会雑踏警備

(4) 薬物事犯の検挙推進

(5) 窃盗事件の検挙推進

(6) 交通事故の抑止と飲酒運転の根絶

ア 令和４年７月から９月末までの交通事故発生状況

イ 夏の交通安全週間における活動

ウ 秋の全国交通安全運動における活動

エ 飲酒運転対策

オ 地元ケーブルテレビ、ＦＭラジオによる広報

(7) 大規模自然災害等緊急事態への的確な対処

ア 関係機関と連携した各種対策の推進及び初動態勢の確立

会議の状況 (ｱ) 警報発表に伴う警戒警備

(ｲ) 災害危険箇所の警戒

イ 各種教養を通じた若手警察官の早期育成に向けた取組の推進

(ｱ) 出動の機会を捉えた教養の実施

(ｲ) 職場実習生に対する教養の実施

ウ 外国人技能実習生に対する防犯指導の推進

３ 令和４年10月から12月までの業務重点推進計画について

署長から、次のとおり説明があった。

(1) 犯罪被害者支援活動の広報推進について

(2) 安全で安心して暮らせる犯罪の起きにくい社会づくりの推進

ア ニセ電話詐欺被害防止

イ 子供・女性の犯罪被害防止

(3) 詐欺事件の捜査強化について

(4) 窃盗犯の検挙推進について

(5) 薄暮・夜間における交通事故抑止と飲酒運転根絶について

(6) 大規模自然災害等緊急事態への的確な対応について

１ ニセ電話詐欺等各種犯罪防止対策の推進

依然としてニセ電話詐欺の発生があることや、年末に向け各種犯

罪の発生が懸念されることから、防犯に向けた広報や警戒を推進し

提 出 意 見 ていただきたい。

２ 年末における交通事故及び飲酒運転防止対策の推進



年末の人流の増加で交通事故や飲酒運転等が懸念されるので、各

種広報により、交通事故や飲酒運転の防止対策を推進していただき

たい。


